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目　　的
　「どの魚をどれだけ売れば一番儲かるの
か？」という悩みは古今東西変わらず、養殖
経営者の大きな悩みです。経営者の多くは漠
然と「売り上げは多いほど良く、労働時間は
少ないほど良い」などと思いながら、過去の
経験則から経営計画を立てているのが現状で
す。もし、そんな曖昧な部分を定量評価し、
売上と労働時間をシミュレーションできたら
経営計画を立てるのに役立つと思いません
か？　そんな研究をやってみました。

方法と結果
　ファジィ線形計画法（＝ファジィ集合概念
＋線形計画法）を用いて計測を行いました。
ファジィ集合とは、「だいたい〜程度」「〜位
までならOK」といった経営者独特の曖昧な
心情を定量的に取り扱うための概念です。そ
の考えと経営計画の評価を行う手法として非
常に有名な線形計画法を融合させたものがフ
ァジィ線形計画法です。実際に、愛媛県の複
合養殖経営を営む経営体の協力を得て経営状
況（いけす生簀台数、養殖魚種別単価と収穫
量など）と労働時間のデータを取り、計測し
た結果を以下の表に示しました。
　表中のLPは労働時間を最も有効に使用し
た際の売上と生簀配分を表し、FLP1は “ 利
益が10%も増えるなら2h/日程度の残業もし
ょうがないかな”とした曖昧さを持った結果
を表し、FLP2は “ 利益が25% も増えるなら
〜同上”とした曖昧さを持った結果です。現
在の状態（CS）を基準にして比較すると、
FLP2はブリ養殖にやや特化し、2月に226時

間残業することで5.1%の利益増となります。
FLP1はタイ養殖の比率をやや増やし、2月
と10月に200時間弱残業することで4.8%の利
益増となります。経営者にとって売上と残業
時間はともに大事な要素ですが、経営者の満
足度を表すλが FLP1＞ FLP2なので、この
経営体ではFLP1の経営計画の方が相対的に
望ましいということになります。

波及効果
　養殖経営者が、利益増加や労働時間削減な
どを目的とした経営者判断を下す際に、漠然
とした養殖経営者の感覚を定量化することで、
より合理的な経営判断をすることが可能とな
ります。
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